
　蚕糸絹業は，シルクロードの例を引くまでもな
く，古代から存在する世界的な伝統産業であり，明
治以降の我が国の近代化を支えたのも生糸でした。
このため，養蚕，生糸に特別の思いを抱く日本人は
少なくありませんが，近年では，世界の生糸，絹製
品の４分の３以上が中国で生産されるようになり，
我が国での生産は極めてわずかなものとなりまし
た。ただし，現在においても我が国が世界でも有数
の生糸，絹製品の消費国であることは変わりがあり
ません。
　中国以外の国では，インド，ブラジル，タイ，ベ
トナムといった新興国が蚕糸絹業の振興に取り組む
ようになっています。また，中国国内でも産地が西
部地区に移転していく等，経済事情の変化に伴って
蚕糸絹業の産地も変化しています。
　こうした中で，本セミナーでは，杭州電子科技大
学管理学院教授の範作氷氏に最近の国際的な蚕糸絹
業をめぐる情勢についてお話しをいただきました。
範作氷氏は，日本留学中に長らく生糸産業の研究に
携わってこられたこともあって，日本での知己も多
く，今回は独立行政法人日本学術振興会「外国人研
究者再招へい事業」で来日されたものです。本セミ
ナーには，蚕糸絹業に関する研究者，事業者，行政
関係者等の多くの方のご出席をいただきました。
　以下でお話しのポイントをご紹介します。

１．世界蚕糸生産の推移と特徴

　世界の繭，生糸生産量は，第二次大戦後，1995年
までは一貫して増加してきましたが，2000年にかけ
て一旦大きく下落し，その後は回復基調となったも
のの近年は再び伸び悩みの状況となっています。
　たとえば，世界の繭生産量は，1950年代の生産量
が約20万トンで，1995年には100万トン近くまで増加
しましたが，2000年には60万トン程度にまで落ち込

み，近年の生産量は
70万トン程度となっ
ています。生糸生産
量も同様で，1950年
代に２万トン程度で
あったものが1995年
には約11万トンにま
で増加しましたが，
2000年には８万トン
弱にまで落ち込み，

近年は約12万トンの生産量となっています。
　世界の繭，生糸生産量の国別構成も劇的に変化し
ました。
　1950年代において，日本の繭生産量は世界の50％
近くを占め，中国は20数％を占めるにすぎませんで
したが，1960年代から1990年代にかけて，日本が生
産量を大きく減少させた一方で，中国は生産量を
飛躍的に増加させ，2000年代からは中国が世界の
繭生産量の70％以上を占める状態が続いています。
2009年の世界繭生産量に占める各国の割合は中国
75.47％，インド17.78％，独立国家共同体2.27％で，
日本は0.04％を占めるにすぎません。
　生糸生産量についてもまったく同様の推移をた
どっています。1950年代に世界の約60％を占めてい
た日本の生産量は2009年には0.06％となり，その一
方で，1950年代に約20％を占めるにすぎなかった中
国は2009年には82.75％を占めるようになりました。

２．世界各主産国のシルク生産と貿易

　中国に次ぐシルクの主産国はインドです。インド
の生糸生産量は約２万トンですが，政府の蚕糸業に
対する積極的な資金投入もあって，品質の向上が見
られるようになり，生産量も徐々に増えています。
インドでは，衣服等でシルクを消費する伝統があ
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省等の東部地区を中心として営まれていましたが，
2000年代半ばごろからは蚕糸業の生産の中西部地区
への移転が進むようになりました。これは，東部地
区では，経済成長にともない，労賃がどんどん上昇
したため，蚕糸業の生産コストが高騰し，東部地区
の繭，生糸の価格競争力が失われるようになったか
らです。
　ところで，蚕糸業の中西部地区への移転は，これ
まで貧しかった中西部地区の農民の収入拡大に寄与
するとともに，中国シルク産業の国際競争力を今後
とも維持していく上で重要なことです。
　このため，中国政府は，2006年から2010年までの
５カ年の計画で，蚕糸業の中西部地区への移転を支
援する「東桑西移」プロジェクトを実施しました。
このプロジェクトによって，中西部地区では，良質
繭生産基地の建設，シルク加工企業の誘致等が盛ん
に行われました。
　「東桑西移」プロジェクトもあって，現在，中国
の蚕糸業の新しい主産地として発展したのが広西自
治区です。広西自治区の繭生産量の推移を第１図で
示しましたが，広西自治区の繭生産量は，全国の４
割近くを占めるようになっています。

４．中国シルク産業の持続的発展の提言

　今後の中国シルク産業の持続的発展には，①繭，
生糸の品質向上，生産安定，②東部地区と中西部地
区の連携強化，③蚕糸経営の大規模化，一体化，④
国内需要および輸出の拡大，が必要なものと考えて
います。

り，生産量の約８割が国内で消費されています。イ
ンドからは原糸・絹織物，シルク服装等が主に輸出
されており，輸出先は，アメリカ，西ヨーロッパ諸
国，中東諸国が多くなっています。
　ブラジルは，1990年代には１万トン以上の繭生産
量がありましたが，近年では4,000トン程度にとど
まっています。同様に生糸生産量もかつては2,000
トン以上ありましたが，近年では1,000トンを下
回っています。ブラジルの生糸は主に輸出用で，た
とえば2009年において輸出向けは624トンでしたが，
内需向けは56トンにすぎませんでした。生糸の主要
な輸出先は日本であり，ブラジルの輸出生糸の約半
分が日本に輸出されています。
　日本は，2010年で見ますと53トンの生糸の国内生
産量がありますが，輸入量は生糸732トン，絹糸978
トン，絹織物944トン，二次製品7,980トンに及んで
います。二次製品の主なものは洋装類であり，二
次製品の約８割を占めています。生糸，絹糸，絹
織物の主な輸入先は中国で，2010年ではそれぞれ
68.9％，59.3％，79.9％を占めています。
　タイの繭生産量は近年では4,000トン強，生糸生
産量は1,000トン弱です。タイのシルク輸出はアメ
リカ，ベルギー，日本の３カ国が多くなっており，
タイのシルク輸出額のうち，この３国はそれぞれ，
2012年で18.0％，13.1％，11.4％を占めています。

３．中国蚕糸業の現状と直面する問題

　中国は，近年では，繭生産量は約60万トン，生糸
生産量は約10万トンを維持しており，世界最大の繭，
生糸の生産国です。
また，中国のシルク
商品は世界の130カ
国（地域）に輸出さ
れています。主な輸
出先国は，アメリ
カ，インド，イタリ
ア，日本であり，こ
の４カ国で中国のシ
ルク輸出総額の半分
以上を占めていま
す。
　中国の蚕糸業は，
2000年代の初めごろ
までは浙江省，江蘇

第１図　2000-2011年の広西自治区の繭生産量と全国に占める比率
資料：範作永氏調べ．

7.4
8.7

23.2 22.3 22.6

18.2 18.9

32.7

38.1

4.9 5.6
7.4

8.7
10.7

14.8

19.7

23.2 22.3 22.6

26.5

29.6

6.5

10.9

14.4

18.2 18.9

24.9 25.8
27.1

25.0

30.9
32.7

38.1

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年

蚕生産量（万トン）
全国に占める比率（％）

No.56 11




